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輪講に用いた本
� 「本資料は下記の本を基にして作成されたものです。文書の
内容の正確さは保障できないため、正確な知識を求める方
は原文を参照してください。」

� 「グーグル Google 既存のビジネスを破壊する」

著者：佐々木 俊尚
発行年月日：２００６年４月２０日
出版：文春新書

� 「ウェブ進化論―本当の大変化はこれから始まる」
著者：梅田 望夫
発行年月日：２００６年２月６日
出版：ちくま新書
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グーグルという会社

� １９９８年９月、米スタンフォード大学大学院生
であるサーゲイ・ブリンとラリー・ペイジの二人
が設立
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グーグルという会社

� インターネットでの簡単ですばやい情報検索
を可能にする検索エンジンＧｏｏｇｌｅを開発

�ウェブ上での最大の検索エンジンとしてユー
ザに８０億のＵＲＬから成るインデックスへの
アクセスを提供

�検索エンジンのリーダー的地位を維持するた
め、日々検索機能の改良に取り組んでいる
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グーグルという会社

� Ｇｏｏｇｌｅの使命
�Ｇｏｏｇｌｅ独自の検索エンジンにより、世界中の情
報を体系化し、アクセス可能で有益なものにする
こと

� Ｇｏｏｇｌｅの理念
�“最高”に甘んじない

�情報を求めるすべての人々に、もっと高いレベル
のサービスを提供することが目標
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検索エンジン
①ウェブサーバが検索クエリをイン
デックスサーバに送信する。イン
デックスサーバのコンテンツには、
クエリと一致する単語がどのペー
ジにあるかが記録されている。

②クエリがドキュメントサーバに移
動すると、ドキュメントサーバは保
管された書類を読み込み、各検索
結果を描写するスニペット（ページ
の抜粋）が生成される。

③数分の１秒の間
に検索結果が表
示される。
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検索エンジン

� クラスタリング（結合）

�大型コンピュータは導入すると入れ替えることが
難しい

�安価なパソコンを数万台並べ、それらを１台の仮
想のコンピュータとして使えるようにする

�爆発的に増えていくホームページをデータベース
化することに成功
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検索エンジン

� ページランクテクノロジー
� 「人気があるホームページからリンクが張られているホー
ムページは良いホームページ」

�ページＡからページＢへのリンクをページＡによるページ
Ｂへの支持投票とみなし、この投票数によりそのページの
重要性を判断

� ハイパーテキスト一致分析
�ページのコンテンツ全体と要素を、フォント、分割構造、及
び各単語の厳密な位置という観点から分析

�隣接するウェブページのコンテンツも分析し、検索クエリ
に最も関連する結果を提供
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ページランク
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キーワード広告

� １９９８年、オーバーチュアのビル・グロスが発
表
�検索結果に広告を入れることがピンとこない

�わずか３行程度の文章で派手なデザインもない

�検索結果は公平中立とマスコミからも批判

�しかし、１９９８年６月にキーワード広告が始まる
と、利用者は非常に多かった

�グーグルがこっそり真似る形で開始
�アドワーズ
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キーワード広告

�グーグルのホームページから登録

�登録料として最初に５００円徴収される

�支払いはクレジットカード

�広告の文面を考え、タイトルと本文の文章、
ホームページのアドレスを入力

�検索キーワードの選択
�オークション方式
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キーワード広告

�広告料金はクリック単価（最小価格７円）

�検索結果を見ている利用者が、その広告をクリッ
クして、広告主のホームページに行くごとに、料
金が発生

�入札で高い値段を入れた順に、広告の掲載
位置が決まる
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キーワード広告
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アドセンス

� コンテンツターゲット広告とも呼ばれる

� ２００３年にスタートし、個人のホームページな
どに広告を配信するサービス

� ホームページの内容と関連性の高いものを
自動的に表示

�圧倒的な広告効果をもたらし、莫大な収益を
獲得
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アドセンス



16

グーグルの収益

� ２００５年第３四半期決算
�売上高１５億７８４５万６千ドル

� アドワーズとアドセンスの合計額
�１５億５９６９万１千ドル

�９８．８％を占める

�ＡＯＬなどへの検索エンジンの提供による売上は
わずか１％強

� 「巨大な広告代理店」
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グーグルの「破壊戦略」

�グーグルニュース（２００２年）

�世界中のニュース媒体から、様々な記事を集め
てきて、一括表示するサービス

�集められた記事はトップページでカテゴリ分けさ
れる

�新聞社の記事の見出しだけをコピーして掲載し、
利用者がクリックすると、もとの新聞社のホーム
ページに自動的に飛ぶような仕掛け
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グーグルニュース
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グーグルニュース

�自動巡回プログラム「グーグルボット」

�集められた記事が、どの程度信用できるのかと
いうことについて一種の「格付け」

�「格付け」を支えるアルゴリズムは企業秘密

�技術の一端は少しずつ明らかになっている
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グーグルニュース

� 「トラストサーチ（信頼検索）」

�記事の内容の充実度やその記事を提供している
マスコミがどの程度の陣容で取材をしているか、
またその記事が掲示されているホームページに
どの程度人気があるのかといったことを数値化

�トラストサーチに使われている様々な技術を各国
に特許申請
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グーグルニュース

�人々がニュースを読むスタイルが変化

�ひとつの出来事を報じるスタンスは国によって
様々で、新聞社やテレビ局、通信社の立場によっ
てもずいぶん異なる

�読める記事がグローバルに広がったことにより、
多様な価値観を知る

�情報リテラシーの観点からも画期的なサービス
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グーグルニュース

� 二つに分かれたグーグルニュースに対する評価

�大手新聞社は「編集権が犯される」という問題を主張

�地方新聞社は世間での認知度が高まるという相乗効果を
期待

� 大手新聞社が考えるもうひとつの問題

�新聞社のホームページの収益が上がらなくなってしまう

�バナー広告によって利益を得ている

� 「バナー広告」はトップページが最も高い広告料金

� トップページを見てくれるように努力

�個別記事へのリンクを禁止



23

グーグルニュース

� リンクは本来、インターネットの上では自由に
行われるのが昔から認められていて、お互い
に自由にリンクするという行為自体がインター
ネット文化の本質

�一企業の勝手な論理で独自のルールを設け
るのは、あまりにもネットのルールを無視して
いて、独善的に過ぎるという批判
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グーグルの「破壊戦略」

� Ａｊａｘ技術（２００５年）
�ウェブブラウザ上で、さまざまなサービスをまるでパソコン
ソフトのように動作させることができる

� Ｇメール
�無料の電子メールサービス
� メールボックスの容量は２．８ＧＢ

� グーグルマップ
�無料のローカル（地域）検索サービス

� ２００５年１０月、ソフト開発企業サン・マイクロシステ
ムズと提携
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Ｇメール
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グーグルマップ
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グーグルの「破壊戦略」

�グーグルネット

�２００５年１０月米サンフランシスコ全域に、無料
のインターネット接続を提供する計画を提案

�将来的には全米に同じようなサービス網を作り、
アメリカに住む人なら誰でも無料でインターネット
に接続できるようなインフラを整備

�地域密着型の広告案内ビジネスを展開
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グーグルの「破壊戦略」

�グーグルベース
�２００５年１１月に個人向け広告ビジネスとして公
開

�利用者はあらゆる種類の情報を、無料で投稿

�投稿された情報は、トップページにジャンル分け

�グーグルＰＣ（２００６年初め）
�わずか１００ドルの簡易なパソコン

�発展途上国の子ども達に１億台配布する計画
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グーグルの「破壊戦略」

� グーグルブックサーチ（２００４年）
�書籍の全文が検索できるサービス

�世の中すべての書籍をグーグルで検索できることが目
標

�出版社がこのサービスに登録し、自社で刊行した書籍
をグーグルに郵送すると、グーグルがすべてのページ
を手作業でスキャンして電子化し、グーグルのデータ
ベースに登録

�利用者が検索すると、その検索キーワードが含まれる
ページの画像が表示され、そこからオンライン書店の購
買ページや出版社のホームページにリンクできる



30

ロングテール現象

売
上
高

売れていない商品売れている商品

ロングテール部分

ヘッド部分
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ロングテール現象

�パレートの法則

�ヘッド部分の商品は品数の種類で言えば全体の
２割だが、金額ベースでは全体の８割の売上高

�一方、ロングテール部分は、品数の種類は全体
の８割をしめているが、売上高は全体の２割

�商品数は少なくてもいいから、ヘッド部分に入れ
る売れ筋の商品を頑張って出しましょうというの
がマーケティングの常識
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ロングテール現象

�グーグルの高性能の検索エンジンがネット利
用の中心となるに従って、消費者のニーズが
劇的に変化

�人々はより自分好みに合わせた映画やＣＤ、
書籍を買い求める

� ここ数年、売れ筋のヘッド部分だけでなく、こ
れまで死に筋だと思われたロングテール部分
が物凄い勢いで売れるようになった
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グーグルのビジネス構造

アドワーズ：アドセンス

・・・・・・・・

無料 無料 無料 無料

グーグル
ニュース

インターネット
接続

オフィス
ソフト

案内広告

無料ビジネス（上部）はアドワーズ（下部）の莫大な収益に支えられている
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グーグルの戦略

�無料サービスを使って、ありとあらゆるメディ
ア、コンテンツに広告を掲載することが狙い

�無料であっても、効率的な広告をそこにはめ
込んでいくことができれば、安定的な収益を
上げることが期待できる

� 「いかに多くの媒体を獲得し、それらの媒体に
いかに多くの広告を表示するか」
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グーグルの戦略

� 従来の広告代理店は、大手企業からできる限り広
告をたくさん集め、できるだけ高価な媒体に売ること
が最高の戦略

� グーグルは、その常識を根底からひっくり返した
� 「少数の大手広告主ではなく、膨大な数の地方の零細企
業」

� 「テレビや有名雑誌などの高価な媒体ではなく、ささやか
な個人のホームページや検索キーワード」

� まさに「ロングテール」的な考え方
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グーグルの戦略

�人々の情報発信を手助けし、企業や政府な
どの強力な権力と同じ土俵に上がらせようと
している

� その一方で、グーグルは新しい秩序の中で、
すべてをつかさどる強大な「司祭」になろうと
している

�グーグルにすべての人々はひれ伏さなけれ
ばならなくなるかもしれない
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ご清聴ありがとうございました。


